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一時停止率が最も高いのは長野！？ 

「信号機のない横断歩道」での一時停止率は４１％ 
～ドライバー、歩行者間でコミュニケーションを～

ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟 会長 矢代隆義）は、８月に全国で実施した「信号機の

ない横断歩道」における歩行者優先についての実態調査※で一時停止率が最も高かった長野県（長

野市内２箇所）において、更に同市内の６箇所の追加調査を実施した結果を、１１月１０日（木）

に公開いたしました。 

本調査は、前回実施した「信号機のない横断歩道」における歩行者優先についての実態調査にお

いて、各都道府県２箇所と調査箇所が少ないため都道府県別の比較を行っておりませんでしたが、

一時停止率が最も高かった長野市について確認のために実施したものです。調査結果によると、長

野市内という限定した地域とはいえ、８箇所平均の一時停止率は４１．０％と前回調査２箇所の４

８．３％より低いものの、やはり全国で最も高いことがわかりました（全国平均は７．６％）。し

かしながら、最も一時停止する車の多かった長野県であっても、その一時停止率は５割に達してい

ません。 

横断歩道付近に歩行者がいる場合、ドライバーはまず減速し歩行者の動きに注意を払い、歩行者

も横断をしようとする際はドライバーに横断する意思表示をする等、お互いに安全に努めましょう。 

ＪＡＦでは、“思いやりのある優しい運転”を“Omoiyalty Drive（思いやりティ ドライブ）”と

称し、１１月１０日（木）より“Omoiyalty Drive キャンペーン”を実施。第一弾のテーマを今回

実態調査を行った“信号機のない横断歩道での一時停止”と定め、ドライバーに“思いやり”をも

った運転を呼びかけています。多くのドライバーが“Omoiyalty Drive”を行うことで思いやりに

あふれた交通社会を目指します。 

■優しい運転で、みんなが笑顔に。“Omoiyalty Drive キャンペーン”開始！ 

 ＪＡＦでは、「街をゆく全てのクルマが思いやりをもって運転すれ

ば、より安全な交通社会が成り立つはず」という想いを込め、１１月

１０日（木）より“Omoiyalty Drive キャンペーン”を実施。第一弾の

テーマを“信号機のない横断歩道での一時停止”と定め、ドライバー

に“思いやり”をもった運転を呼びかけています。 

本キャンペーンでは、“思いやりのある優しい運転”を“Omoiyalty 
Drive”と称し、その賛同をひろく呼びかけることで、思いやりにあふ

れた交通社会を目指します。賛同してくださった方にはナンバープレ

ート風のオリジナル Thanks Card をプレゼントするほか、キャンペー

ンの特設ページでは実際のドライブレコーダー映像をもとに制作した

動画「幽霊もドッキリ！本当にあった恐～い運転」を公開しておりま

す。 

Omoiyalty Drive キャンペーン URL：https://omoiyalty.jp/

Omoiyalty Drive TOP ページ


